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操作 4) 10 月 21 日に、ポットの上面から給水し、バットの深さ約１㎝まで水が張られている状態
とした。そのようにしたバットを、30℃恒温・明とした人工気象器に 11月 1 日まで、置いた。 
 
操作 5) 11 月 1日に、各ポットに、16 粒ずつイヌビエの種子を播種し、バットの深さ約１㎝まで水
が張られている状態を保つようにした。 
 













操作 3) 1 月 10 日に、ポットの上面から給水し、バットの深さ約１㎝まで水が張られている状態と















2019/11/7調査 反復1 反復2 反復3 
対照 2 3 4 
1回目サンプル 2 3 3 
2回目サンプル 1 2 2 
 
2019/11/17調査 反復1 反復2 反復3 
対照 9 7 12 
1 回目サンプル 2 3 5 
2 回目サンプル 3 3 2 
 
2019/11/21調査 反復1 反復2 反復3 
対照 9 7 12 
1 回目サンプル 2 3 5 




















2020/1/23調査 反復1 反復2 反復3 
対照 27 28 25 
すき込み 24 21 16 
 
2020/1/30調査 反復1 反復2 反復3 
対照 30 38 32 






2020/1/23調査 反復1 反復2 反復3 
対照 5 3 1 
すき込み 4 4 1 
 
2020/1/30調査 反復1 反復2 反復3 
対照 9 9 7 












 第 1 実験では、コムギ茎葉のすき込みによるイヌビエの出芽数の抑制効果がみられた。しかし、
第 2実験では、すき込みの有無によるイヌビエの出芽数に明らかな差は見られなかった。今回の実
験では、ポット内の水の蒸発を抑えるためにビニールを被せた。そして、2回目の実験では、コム
ギをすき込んだ土壌に白カビが多く繁殖していた。このようなカビの発生が、コムギが持つイヌビ
エの出芽抑制効果を打ち消したのかもしれない。 
 もしそうであれば、環境の良し悪しで緑肥植物の雑草抑制効果が変わってくると推察される。そ
のため、実際に広範囲の土壌条件で利用するに当たって、排水機能の調節などにより、コムギの雑
草抑制効果を高めることができると考えられる。 
